
特集 マルチメディアーデバイス･コンポーネント編

電子デバイスが開くマルチメディアの世界
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マルチメディアの世界

コンピュータ･通信･家電の分野で,すべての情報のディジタル化によってこれらが融合一体化し,マルチメディアのサービスが展開

される｡電子デバイスは,これらのマルチメディアの世界の幕を開く役割を果たしている｡

マルチメディアの件界とは,コンピュータ,通信,

放送からエンターテイメント機器などのすべての情

報が,ディジタル化という共通要素によって,各種

のメディア上で融合一体化したものであると考え

る｡ユーザーにとって便利で,有益なさまざまなサ

ービス形態が出現すると思われる｡

それは,双方向CATV(CableTelevision)を利用

したビデオ オン デマンドであり,在宅医療,ホー

ムバンキング,ホームショッピング,在宅教育であ

*
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り,またインテリジェンス向_LをH的とした電子美

術館,図書館であり,コミュニケーションを∩的と

したテレビ会議,テレビ電話などである｡このよう

な多種多様なサービスを支えるマルチメディア機

器,そして人容量画像情報処理技術,人容量情報伝

達技術,大容量情報蓄積記憶技術などの技術を実現

するのが,電子デバイス技術である｡電子デバイス

技術の現状と将来を展望し,その動向について概観

する｡
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u はじめに

通信･家電･コンピュータが融合する時代が始まって

いる｡ここでは,文字,音声,陳】形,向像,映像などの

あらゆる情事】妄がディジタル化され,｢いつでも･だれで

も･どこでも･どのような情報でも+容易に扱うことが

できる｡このコンセプトは,時間と空間を超越した生i六

であi),より快適な生活スタイルヘの変革である｡交通

に例えると,列車は決められた時間に決められた場所へ

しか移動できないのに比べて,白執事は,いつでも･ど

こへでも移動できる｡この自動車によって牛捕が大きく

変わったように,マルチメディアによっても今までにな

い新しいサービスや環境が其朋‡される｡

このような変革に対応したマルチメディア機器を開発

するには,多呆叫青軸を記録したり高速処理する画像処

理デバイスや通信用デバイスなどが重要である｡これら

のデバイスをサポートするため部品や要素技術の開発が

ますます重要になり,しかも,従来の回路を単に高集積

化するというだけでなく,ソフトウェアをも取り込む必

要がある｡ここでは,マルチメディアを支えるこれら電

十デバイス技術とその助向について述べる｡

凶 電子デバイスが開くマルチメディア社会

マルチメディア社会を支えるインフラストラクチャで

あるネットワーキングを図lに示す｡大都市間は光幹線

(2.4Gビット/s)で接続されており,いわゆる光通信ネッ

トワークを形成している｡また,各家庭まで光ファイバ

が敷設される計州(Fiber-tO-the-Home)もある｡基幹綱

ではATMが小心となる装置であり,画像,音声,データ

など種々のビット速度の情報を扱っている｡さらに領域

が小さくなると,PBXや無線基地局がそれぞズlの領域内

の過信管理を行っており,その中で,移動体通イ∴ パソ

コン(パーソナルコンピュータ),またはノマディック

(｢遊牧民の+という意味で,モーバイルコンピューティ

ングとも呼ばれている)コンピュータが使われる｡

このような構造の社会では,今までにない新しいサー

ビスや利川形態が考えられている｡具体的には,ネット

ワークを利用した在宅l矢瞭,ホームショッピング,電子

決済,遠く離れた友人とのゲームなど,また,家庭への

映像サービスでは,衛星放送やCATVを利fl-Jしたビデオ

オン デマンドが進められている｡

また,テレビ会議を利川したグループ作業や,ビデオ

による電子メールなどが実川化されつつある｡これらは,

自分の都介の良い時間に通信することで,｢時間と9E間を

超越+する道具となる｡一方,コンピュータの使い勝手

が急速に進歩し,計算機を意識させない環境や自分に桝

有の計算機使用環境を,海外などの維れた場所でも容易

に実現できるようになる｡環境の共有化,携帯化である｡

このように,マルチメディアとは情報革命そのものを

導くものということができる｡

凶 マルチメディアを支えるシステム,ソフト

ウェア技術

3.1システム技術

社会全体に人きな変化をもたらすマルチメディアで必

要なシステム技術としては,(1)高度なヒューマンインタ
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図l マルチメディア社会

の構造

マルチメディア社会を支え

るインフラストラクチャであ

るネットワーキングを示す｡

大きな都市間は光幹線で接希売

される｡基幹網はATMがキー装

置である｡



682 日立評論 VOL.77 No.川(1995-10)

表l マルチメディアを支える技術

システム技術を支える電子部品,要素技術の中でも,半導体技術の果たす役割は大きい｡

分 糞頁 内 容 技 術 電子デバイス

新サービス

ビデオオンデマンド

電子図書 暗号
不揮発メモリ内蔵マイコン

RISCプロセッサ

画像処理LSl,三次元画像表示

高精細TFTパネル

ホームショッピング ファイルサーバ

電子決済

ゲーム･カラオケ配信

ビデオファイル

ネット マルチメディアネットワーク管!哩
インテリジェントネットワーク

光通信,無線通信,移動体通信

ATM交換

ATM-LAN 半導体レーザ
ワーク 光モジュール

音声圧縮

DSP

放送
CATV ディジタル変復調

qAM

MPEG

RISCプロセッサ
ディジタル放送(DVB,DAB) 帯域圧縮

ソフトウェア

帯+或圧縮 MPEG
RISCプロセッサ

DSP
音声認識 +PEG

パターン認識 ADPCM

ファイル

CD-ROM
高密度･高速信号処王里

高精度サーボ

データ チャネル プロセッサ

ディジタル ビデオ ディスク PRML

ハードディスク モータドライバ

入出力装置

カラープリンタ

カラー液晶表示

ディジタルカメラ

カラー処理 RISCプロセッサ

高精細 三夜晶ドライバ

フェース技術,すなわち,インテリジェント性が高い計

算機技術,(2)新しいサービスを配信･管理するシステム

技術,(3)ますます複雑になるネットワーク管理技術やイ

ンテリジェントネットワーク技術などが不石J欠な要素と

なる｡また,それに伴って,(4)ATM交換機技術,ATM-

LAN技術,(5)無線通信技術などが葺要となっている｡

さらに,マルチメディアでは一方的な情報でなく,欲

しい情報を欲しいときにアクセスする(ビデオ オン デ

マンド)ことがポイントであり,(6)DAB,DVBなどのデ

ィジタル放送技術,(7)多チャネル化の進むCATV技術,

(8)大量のデータを効率よく管理するファイルサーバ技

術,データ圧縮･伸張技術などが鍵(かぎ)である｡

3.2 ソフトウェア技術

マルチメディアではカラー動画像のような大量の情報

を扱うため,MPEGやJPEG(JointPhotographicExperts

Group)のような帯域k縮技術は欠かせないものとなっ

ている｡これは信号を幾つかまとめてフーリエ変換し余

分な情報を削る方式であり,結果的に帯域を去から去に

圧縮する1)｡

また,パソコンやシステムを意識せずにやさしく使え

ることも不可欠な要素であり,そのための音声認識技術

やパターン認識技術が重要となっている｡

注:略語説明

ADPCM(Adaptive Differentia】

P山se-COde Modulation)

TFT(Thin F‖m Tr∂nSjstor)

QAM(Quadr∂tUre Amplitude

Modulation)

PRML(Parti∂lResponseMaximum

Likelihood)

マイコン(マイクロコンピュータ)

ロ マルチメディアを支える電子部晶技術

以上述べたマルチメディアのための各装置やシステム

技術を支えるためには,表1に示すような電子部品およ

び要素技術が必要である｡マルチメディアは基本的には

ディジタル信号処理技術であり,したがって半導体LSI

の果たす役割は大きい｡

4,1 ノマディックコンピュータ

ノマディックコンピュータとは,いつでも,どこでも,

だれとでも,どのような情報でも扱える携帯型の個人情

報端末のことである｡ノマディックコンビュ｢タの基本

的な構成を図2に示す｡装置全体としては以下に示す四

つに分けられる｡

(1)電波を処理する無線部

(2)種々の情報を適当な形に処理するCPU部

(3)画像など大量の情報を格納するメモリ部

(4)音声認識などのヒューマンインタフェース部

このノマディックコンピュータではマルチメディアに

関するハードウェア,ソフトウェア,システムのあらゆ

る技術が必要である｡日立グループは,どのような情報

でも扱えるこのノマディックコンピュータを中心にマル

チメディア技術を開発している｡
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4.2 マイクロプロセッサ

大量の動画像データを高速に処理したり,使い勝手の

良い装置を提供したりするデバイスの中心はマイクロプ

ロセッサである｡マルチメディアパソコンやノマディッ

クコンピュータなどに使われるマイクロプロセッサの性

能のトレンドを図3に示す｡同図から,マイクロプロセ

ッサの性能は10年で約100倍に向上していることがわ

かる｡

なお,初期のマイクロプロセッサでは種々のタスクに

対応するためにCISC型が主流であった｡しかし,近年,

命令数をi成らして効率を上げることにより,特定の応用

ではあるが,低消雪電力でかつ高速に処理できる能力を

持つRISCが提案され,特に,マルチメディア分野や携帯

型端末ではキミ流になっている｡H立製作所は,消費電ノJ

当たりの性能が世界トップレベルのSuper H RISCプロ

セッサを製品化している2)｡

高速で挿々の処理を行う一方,電力は極力抑えること

が同時に求められている｡これには単にデバイスレベル

だけでなく,こまめに電源を切るシステム技術や電池の

性能向_Lが不可欠となっている｡また,これに伴う低電

力化CAD技術やアーキテクチャ技術も重要である｡

4.3 半導体メモリ

チップ当たりのビット数のトレンドを図4に示す｡3

年で集積度が約4倍向上しており,2000年には量産レベ

ルで256Mビット,開発段階で1Gビットメモリが期待され

る｡2センチ凶方の1Gビットメモリ チップでの0.1ドm

線幅は,サッカー場では0.5mmの線に相当する｡したが

って,材料,プロセス,lul路,検査などの技術のうちど

れが欠けても製品実現は不可能である｡
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図3 マイクロプロセッサの性能向上トレンド

マイクロプロセッサの性能は,10年で約100倍に向上している｡

近年は,低消費電力で高速に処理できる能力を持つRISCが優勢で

あり,特に携帯型端末では主流になっている｡

なお,マルチメディアでは画像を扱うことが多いので,

近年,画像情事馴こアクセスしやすいように,1山のアク

セスで連続した多数の情報を高速で読み出せるグラフィ

ックメモリのニーズが増えている｡

4.4 ファイルメモリ

マルチメディアパソコンではカラー動画像を抜うた

め,CD-ROMやHD(Hard Disc)などのファイル装置が

重要な働きを担っている｡各種装置のビット当たりの価

格は種類に関係なく,6年で志に低‾Fしている｡

これらの装置では高密度技術･高速化技術が重安であ

り,年々進歩している｡例えば,CDでは回転速度を従来
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いつでも,どこでも,どのような情報でも容易に扱える携帯型の個人情報端末である｡
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図4 メモリサイズのトレンド

集積度が3年で約4倍向上している｡2000年には256Mビットが

主流になると予想される｡

の4倍から8倍にしたり,HDでは光と磁気の両方を用

いるヘッドや,損も確かな情報を推測する信号処理方式

が提案されている｡これらは,半導体技術および信号処

理ソフトウェア技術に支えられている｡

4.5 表示装置,出力装置

最近では,消費電ノJが少なく,薄くて画質の良い液晶

フラットパネルが低価格で作れるようになってきた｡パ

ネルサイズは14インチと大きく,画素数も1,800×1,000

になり,表示技術が急速に向上している｡しかし,マル

チメディアパソコンでは液晶表示部の消雪電ノJが相対的

に依然として大きく,バックライトやドライバの消費電

力を下げることや,使わないときにはこまめに切るくふ

うがさらに必要である｡

出力装置としてはカラープリンタが重要である｡特に,

カラー対応のソフトウェアの普及に伴い,色の情報をい

かに止確に表現するかが大きな課題となっている｡

8 新しい動向

マルチメディアでの次世代映像サービスとして,いつ

でも見たいときに好みの映像が呼び出せるビデオ オン

デマンドが注目され,サービスが始まった｡さらに,

ディジタル ビデオ ディスクの規格が提案され,マルチ

メディアでの媒体として期待されている3)｡

直径12cmのCDの片面に5Gバイトの容量が記録でき

る｡これはMPEG2(現行テレビ放送と同様の画質)を使

い,約135分の再生時間が確保できる｡映像以外の鞘途と

して,パソコンなどの外部記憶媒体｢大容量CD-ROM+

として普及することも期待される｡現在は赤色半導体レ

ーザを用いているが,さらに将来,短波長の音色･緑色

半導体レーザを使うことによって記録容量も増加し(約

10Gバイト),HDTV(HighDefinitionTelevision)対応

も可能となり,記録媒体としての応用も広がる｡さらに

ディジタル ビデオ ディスクは,相変化光ディスク技術

を利用した書き換え可能タイプとしての規格も提案さ

れ,将来のマルチメディア分野での次期人容量書き換え

型情報記録媒体としての応用もあり,尉途がさまざまに

広がることが期待される｡

8 おわりに

ここでは,マルチメディアを支える電子デバイス技術

の卑ユ:伏と将来垂加句について述べた｡マルチメディアサー

ビスは,通信･家電･コンピュータが融合したまったく

新しいサービスであり,電子デバイスがそれらを支えて

し-る意義は大きい｡特に,従来のハードウェアの供給だ

けではなく,ソフトウェアを取り込んだデバイスが必要で

あり,システム･ソフトウェアの開発力が不可欠である｡

マルチメディアヰ七会ではわれわれの生活スタイルが大き

く変化しようとしており,その中でノマディック型コミ

ュニケーション交i寵が基本とな-)つつある｡そのために

は携借型のマルチメディア機器が必要となる｡電子デバ

イスでは低電圧･低消雪電力化と小型化が永遠の課題で

ある｡

今後も,マルチメディア機器を構成する電子デバイス

の開発に力を注ぎ,ユーザーのニーズにこたえていく考

えである｡
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